別紙３
提 案 書
＜官民連携による港湾緑地等の利活用に向けたサウンディング調査＞
	事業者名
	

	所在地
	

	(グループの場合)
構成事業者名
	

	担当者
	氏名
	
	所属法人名
部署・役職
	

	
	E-mail
	

	
	TEL
	


【提案する施設】　提案する施設を選択■して下さい。
□ みなと緑地ＰＰＰの活用を前提とする港湾緑地
□ 利用転換・開発を視野にいれた候補地
※ 複数の提案をする場合、提案毎にシートを作成して下さい。
	サウンディングの内容

	１
	提案する施設名
	提案する緑地名を記入。複数の緑地を一体的に活用する提案も可。


	２
	事業手法
事業期間
	事業手法：
事業期間：　　　年

	３
	土地活用のコンセプト
	

	４
	導入施設
	

	サウンディングの内容

	５
	サービス内容
	




	６
	賑わいを創出する
ためのアイデア
	




	７
	周辺の船だまり・岸壁・護岸と緑地の一体活用について
	（若松地区・門司港レトロ地区）
一体的な活用を提案する場合は、具体的な水域活用のアイデアなどをご記入ください。


	８
	休憩所の活用方法
	北九州市旧門司税関 ・ 旧大連航路上屋 ・ 若松南海岸緑地休憩所
（対象に〇）

	
	
	ホール・多目的室等の用途変更による利便性向上や、みなと緑地ＰＰＰ制度を活用した周辺緑地の利活用との一体的な連携による賑わい創出に寄与する取組の提案を求めます。


	９
	施設の管理・運営方法
	

	10
	市の行政コストを
低減させる手法
	

	11
	周辺環境との連携、地域貢献
	

	12
	その他
	（行政に配慮してほしい事項、事業実施に際しての必要条件等）


	13
	自由記入欄
	


※提案書の提出期間は、令和８年１０月１３日（火）～ 令和９年２月１２日（金）
です。実施要領に記載の提出先又はメールアドレス宛に提出してください。
※送付後、電話にて到着の確認をしてください。
※説明等に必要な書類があれば、別途添付してください。
